




The History of Studies for Family Budgets in Foreign C側 ntr1倒 (I)
Development of Studies for Unit-Consumer Scales 
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(G. Lusk)教授によって，さ らに修正と簡略化がおこなわれている。 乙のラスク単位は1919年に
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年令 101112131415161718191叫11112131141151叫17! 18119120 121122123124125.. 
エンゲル
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び年令別の修正係数を算出するのである。 結果をみるとア トウ ォーター単位は女性については低自
に，また子供については低く老人については高自にすぎる ζとがあきらかになった。そ乙でこの修正
係数によ って修正された 単位は食物費についての消費単位を与えるもので， ζれをフアムメイ ン
Fammain (Food for Adult male Maintenance)と名付けた。 周縁の操作を他の費自についても
実行し，乙れらをその費目の平均金額によって加重平均して結合すれば，全消費についての性別年令


























(1) E. Sydenstricker and W. 1. King : The measurement of the relative economic status of 
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(3) W. F. Ogburn : Advice for measuring the size of famiIies invented by E. Sydenstricker 
and W. 1. King， In押wthodsin Social Science : A Case Book， edited by S. A. Rice， Chicago 
University Press. (1931) 






うる可能性を示したのはイギリスのニコルソン0.L. Nicholson)やへンダーソン(A.M. Henderson) 
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39. no. 28. PP. 455~468. (1944) 
(2) ]. L. Nicholson Variations in working-class famiiy expenditure. ]our. Roy. Statist. Soc. 
12. 359. (1949) 
(3) A. M. Henderson: The cost of children. Pot. Stud. 3.130. (1949); 4. 267. (1950) 
A. M. Henderson: The cost of a family. Rev. Eco. Stud. 17. 127. (1949) 













































5 才未満 0.28 0.28 
5才 - 13才 0.65 0.65 
14才 - 17才 0.98 0.90 
18才以上 1.00 0.90 
(ζれは中等階級世帯の場合lζ使用されたものである〉
(1) R. Stone.. D. A. Rowe.. W. J. Corlett.， R. Hurstfield.. and M. Potter: The measurement 
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'dE 1 . '"~ _..r"'t..._.._.ln"'1 71\L ~L.L~.WL_...l，.. '^ oE -m 一一一一司はある費目支出の収入弾力性係数であり 一一一一 =()はとの費目支出の世帯構ol E ~.I ，o. U..J""J.=C.~""'I-Ll V..J ""^/'~/J~vl..~ "-v_'-""， 3m E 
成単位蝉力性係数であって，両者は 1ー η=θの関係にある。 そζで η=0であるような費白をと
ると
δ'Em • L_om θE 
()=否瓦てE =1 よって -;n=-y 
であるから， との費自の支出変化率は， 乙の費自についての世帯槍成単位変化をあたえる乙とにな
る。とれがケムスレーの方法であった。また θ=0であるような費目をとると


























す=α+β10寸 すなわち E=的一βlogM)叫 logI






logE=loga十blogI すなわち E=afb 
が適合するとすれば，同じように
E {I 伊す=α~M) とし，E=(αmM-β)1β 
第2表 世 帯 構成類型 とそ の 平 均人員
世帯構成 要素 世 待機成 類型
M IF IA IS II I人員 待
C 1 2.0 1.210 
夫 婦
C CI 1 一 1 3.0 455 
(20才以上)
c(I1) 1 一 2.2 4.2 227 




1 一 1 1.2 4.2 
成人男 子
C(S S) 1 一 2.2 4.2 250 
C(SS)(I) 1 一 2.2 1.4 5.7 191 
夫婦以外の
3.0 237 F CA 1 一 1 一
成人 女子
CA(SI) 282 1 1 1.4 0.5 4.8 
C(AA)(S 1) 1 2.2 1.0 0.3 5.5 203 
14 '"' 20才 CF 1 1 3.0 196 A 一
の 青 年 CM 3.0 188 1 1 一
(F) 1.3 一 1.3 日訓。
5 '"' 13才 C(MF) 0.9 0.7 0.2 3.0 263 S 
の 子 供 C(MF)(S I) 0.9 0.3 0.7 0.9 0.8 4.6 臼5
C(MF)(A)(S f) 0.9 0.2 0.4 1.4 0.7 0.3 4.9 397 
o '"4才
I 
の 幼 児 金 平 均 0.2 0.3 






b=β および a=αmM申 β
とおくととができる。 乙とでβは単位当りに直された場合の徽係数であり，αはその場合の常数項で








c (夫婦〉 2.∞ 
M (夫婦以外の成人男子) O.ω 
F (夫婦以外の成人女子) 0.87 
A (14-20才の青年) 1.01 
S (5-13才の子供) 0.68 











Brown : The ConsumptioD of Fo吋.






(1) J. A. C. Brown: The cODsumption of f()(刈 inrelation to housebold com凹 sitionand income. 








E 11¥ -;n=g，M) 
において， MをNによって代用し





ζ 乙iζんは世帯構成要素価であり， n はそれに所属する人員をしめすからm='i:.k.nである。 また
( 1 ¥8 
g=ヴゴv)
とすれば







母集団とする一群の標本と考える ζとができる。 そ乙で β'm'，n，は既知であるから，この一群の
β'm' について最小自乗法によってB引I'=B'(K81nl+K.an2… K.sns)をもとむるとすれば，
β'm'=B'M'土eとなる。また β'm'=βm:l:εであったから，gの parameterIC一定のj順序にした
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第4表食物消費単位(プレイス・ハウタッカ )ー イギリス
|穀類|臓物 |野菜|莱物 | 魚 肉 l全食物
形半童首を
1. 成 人 男 子 1.00 1. 00 1.00 1. 00 1.00 1. 00 1.00 
2. 成 人 女 子 0.85 0.97 0.91 1.22 0.91 0.70 0.88 
3. 14 -17才男子 1. 01 0.87 1. 03 0.65 0.68 0.55 0.81 
4. 14 -17才女子 0.73 0.71 0.72 0.68 0.59 0.48 0.65 
5. 1 0 - 1 3 才 0.89 0.75 0.87 0.66 0.84 0.54 0.71 
し 6. 5 ~ 9 才 0.65 0.58 0.78 0.65 0.41 0.35 0.57 た
場合 7. 1 ~ 4 才 0.55 0.63 0.75 0.59 0.43 0.30 0.52 
8 ~ 1 才 0.39 0.83 0.36 -0.36 。 0.09 0.35 
1. 成 人 男 子 1. 00 1. 00 1.00 1.00 1.伺 1. 00 1. 00 
2. 成 人 女 子 0.84 0.96 0.89 1.18 0.89 0.68 0.86 
3. 14 -17才男子 1. 01 0.85 1. 05 0.70 O. 71 0.54 0.82 
4. 14 -17才女子 0.73 0.69 0.73 0.70 0.62 0.47 0.65 
5.10-13 才 0.88 0.69 0.85 0.59 0.83 0.48 0.69 
た 6. 5 ~ 9 才 0.64 0.54 0.77 0.60 0.39 0.31 0.55 
場合 7. 1 ~ 4 才 0.54 0.58 0.74 0.26 0.51 
8. ~ 1 才 0.38 0.75 0.33 0.05 0.32 -0. 42 I -0. 03
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